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昭和47年� 

4月1日現布

発行F斤 徳Jゐ県勝浦郡勝浦町

待望の農業技術センター
完成近づく

みかん経営の合理化と栽培技

術の向上を図るため、勝浦中学

校西側 に 農 業 技 術 セ ン ターを建

設中です。

この施設は、県下町果樹主産

地を形成する関係市町村 と農協

が共同出資して建設するもので

す。県下はじめての施設であり

こんごのみかん栽培に大きな期

待 が寄せられている。

家
の
周
囲
や
み
ぞ
な
ど
き
れ
い
に
さ
ら
え
る
。

大
掃
除
で
出
た
ゴ
ミ
は
埋
め
る
な
り
、
燃
や
す
な
り
す
る
こ
と
。

以
上
参
考
に
し
て
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
環
境
す
こ
や
か
な
生
活

み
な

さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、

、7 

「
春

の
大
掃
除
は
お
す
み
で
す
か

;
:
。

ま
だ
、で

し
た
ら
、
ぜ
ひ
日
曜
日
な
ど
利
用

し

て
行

な

っ
て
く
だ
さ

い。

生
活
環
境
を
清
潔
に

し
て

、
健
康
的
な
生
活
を
お
く
り
ま
し

ょ
う
。

簡

単
な
掃
除
に

つ
い

て
次

に
掲
載
し
ま

し
た
能
率
よ
〈
効
果
的

に
行
な

っ
て
く
だ

さ

い。
 

-
天
気
の
よ
い
日
を
選
ん
で
行
な
う
。 

-
タ
ン
ス
な
ど
、
平
常
動
か
さ
な
い
も
の
を
運
び
だ
す
。

圃
畳
を
あ
げ
て
日
光
に
き
ら
し
、
殺
菌
と
乾
燥
を

0

・
家
の
奥
か
ら
、
高
い
所
か
ら
行
な
う
。 

-
畳
の
下
は
と
く
に
て
い
ね
い
に
掃
き
出
し
乾
燥
を
。

圃
一
査
の
下
に
は
新
聞
紙
を
敷
く
。 

-
天
井
や
床
下
の
ね
ず
み
穴
を
ふ
さ
ぎ
、
台
所
や
風
呂
の
排
水
口
に
金
網

を
張
る
な
ど
、
ね
ず
み
の
挿
入
し
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
。

-
便
所
や
ゴ
ミ
箱
な
ど
、
ハ
エ
の
発
生
源
に
つ
い
て
は
薬
剤
を
十
分
ま
く

*

議

会

だ

よ

リ

e

e

-

-

ω

*

学

校

給

食

の

役

刻

。

川

町

。

市

*

グ
ラ
フ
で
み
た
昭
和
四
十
七
年
度 

*
同
和
教
育
ン
リ 

ズ

ー

・

附

へ

均

一
般

会

計

予

算

。

ω

本
交
通
安
全
線
座

春の大誉総防扮砂減、*

農

薬

安

全

管

理

対

策

セ

ン

タ

ー

完

成

ω

*

お
し
ら
せ 

MUS04
テキストボックス
春の大そうじはおすみですか

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



~m~~詰 
3議院祭器
~~書需自

3縫話

各
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の
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分
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て
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同
和
対
策
醒

+
同
和
係
同
和
対
策
事
業
全
般
の

企
画
と
連
絡
調
獄
。
隣
保
館
の
運

営
管
理
。

産
業
謀

争
袋
林
業
振
興
係
農
地
の
総
合
幣

備
。
耕
地
事
業
の
企
画
。
米
の
生

産
調
盤
。
農
業
関
係
の
制
度
令
制
。

脱
林
業
団
体
の
指
導
。

+
営
農
指
導
係

州版
業
の
経
営
指
咋
。

農
作
物
の
栽
培
校
術
、
版
売
指
呼
。

淡
業
研
究
団
体
の
指
得
。

争
商
工
観
光
係
商
工
業
、
観
光
の

出
興
。
商
工
業
団
体
指
峰
。

建
設
隈

φ
土
木
建
築
係
道
路
、
附
り
ょ
う
、

河
川
の
新
設
、
改
良
、
州
制
作
州

修
。
町
有
営
造
物
の
制
作
補
修
。

治
山
、
砂
防
、
災
害
復
旧
。

争
耕
地
係
線
道
の
新
設
の
坐
仙、

農
地
開
発
工
事
の
施
行
。

機
構
改
革
に
伴
う

人
事
異
動
に
つ
い
て

四
月
十
日
付
で
、
機
構
改
革
に
伴

A'
同
和
市
申
業
係
同
和
対
策
明
業
の

エ
ギ
の
施
行
。

総
務
課

勝
浦
町
役
場
課
配
置
図 

住
民
福
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課課

暗

駒

津

輝

幸

広
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ヒ
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ヱ

河
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治
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子

同
和
対
策
課課

長

橋
谷

中
井
清
二
郎

長

係

長

保

健

婦

~ 

主

事

窓
口
事
務
の
集
中
化
と
、

事
業
の

施
行
体
制
を

一
元
化
す
る
た
め
、
四

月
十
日
付
で
次
の
と
お
り
事
務
機
構

の
改
革
を
行
な
い
ま
し
た
。

ハ
門
従
来
八
課
で
あ
っ
た
課
制
を
、

六
課
に
統
廃
合
す
る
。

@

厚
生
課
の
福
祉
厚
生
、
衛
生

関
係
事
務
を
住
民
諜
に
吸
収
し
て

住
民
福
祉
眼

@

厚
生
課
の
国
民
健
康
保
険
事

務
(
窓
口
事
務
に
関
係
し
た
国
保

資
格
の
得
そ
う
、
助
産
、
葬
祭
等

の
給
付
は
住
民
福
祉
課
)
を
税
務

課
に
吸
収
し
て
税
務
保
険
課 

@

総
務
課
に
、
企
画
課
の
事
務

全
部
と
、
住
民
課
の
選
挙
、
交
通

安
全
対
策
、
文
書
の
収
受
発
送
が

務
を
吸
収
し
て
金
一
幽
課
を
廃
止
。

@

産
業
課
、
建
設
課
に
ま
た
が

庁
内
の
風
景

壇
。
伝
染
病
の
予
防
、
汚
物
処
理
。

っ
て
い
た
炭
道
関
係
の
工
事
の
施

ω
教
育
委
員
会
事
務
局
に
次
長
川

を
設
け
、
社
会
教
育
、
同
和
教
育

を
充
実
す
る
。 

ω
内同
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に

よ
り
、
県
務
局
を
設
置
す
る
。

以
上
が
改
革
の
要
点
で
す
が
、
こ

の
結
果
、
各
線
の
主
要
事
務
分
掌
は


次
の
よ
う
に
な
リ
ま
す
。


総
務
課

W
H


行
を
建
設
諜
に
吸
収
す
る
。

+
行
政
係
交
通
安
全
対
策
。
消
防

水
防
、
防
犯
。
選
挙
。
統
計
調
査
。

公
文
書
の
収
受
発
送
。

争
財
政
係
予
算
、
財
政
計
画
。
交

付
税
、
町
偵
。
財
産
管
理
。

争
人
事
課
職
員
の
人
事
、

研
修
。

税
務
保
険
課

+
税
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係
町
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収
入
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課
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徴
収
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滞
納
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。
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資


産
の
評
価
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の
猪
証
明


φ
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の
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務
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係
が
行
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」


住
民
福
祉
課

争
住
民
係
戸
持
、
住
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登
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、
印
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証
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。
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通
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。
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出
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美

大
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子

松
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、
キ
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美
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己


林

治

男


河
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梢

二

尾
原
美
恵
子

坂

井

芳

久

山
口
和
紀
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山 久� 
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正 義
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係

長
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を
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ら
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、
な
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判
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と
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と
な
リ
ま
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グラフでみた昭和47年度普通会計予算
目的別分類� 

18，1lXl 歳入�  430，048千円 」主型 歳出 430，048千円
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平
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美

新
学
期
か
ら
次
の
先
生
が
変
り
ま
し
た
。

調

理

貝
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比
奈
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所

主
任
保
母
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理
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a
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生
比
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小 
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岸

茂

一

(

旭

小
教
頭
)

福
良

宏
子
(
横
瀬
小 
)

慣
緬
小
竿
世

由

円

捻

甥

・

貝

生
比
奈
小
学
校

転
出
吉
岡
定
治
(
陪
谷
小
校
長
)

加
林

喜
子
(
和
田
島
小 
)

三
谷

慶

子

(
児
安
小
)

高
橋
節
子
(
八
回
小
)

転

入

滝

川

武

夫

(

木

屋

平

中

教

頭 

)

山

門

定

例

留 

H

転
ハ、

勝
浦
中
学
校

転
出
久
栄
智
佳
子
(
小
松
島
中 
)

相
原
利
輿
(
神
山
中
)

岡

博

昭

(

木

頭

中

)

田

中

昭

(

上

分

中

)

米

田
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(

横

瀬
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(
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入
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事� 1監 名 事 業 グ〉 内� 1容 )'，;業'{'i

道路 ~1時事業 町道，県道の改良舗装� 43，634 

消防施設艶備事業 消防詰寄，防火水糟，ポンプので，~1柑 4，590 

交通安全対策事業 カーブミフ 等め務保I . 700 

，. 道箆備事業 県単農道新設改良� 5，150 

農地開発事業�  m江，中角地区俊道新設.股t也造成� 34可� 493

教育焔設野備事業 横小体育館，横小・生小プール.勝中グランド{主r:¥J!!(!II)j 48可� 720

公有林箆↑崩事業 梢林I也のiili柄下がり� 2，045 

同和対策事業�  4、 i島孫住宅建設，下排水路~守備i 34‘121 

老人医療対策事業� 75~ 以上の.t人医療無料化 8，233 

児童 福祉事業 児童扶養手当，母� r-栄養'J虫化� 3，R10 

横
瀬
小
学
校

転

出

福

良

宏
子
(
坂
本
小
)

康
子
(
千
代
小
)

七
代
(
佐
部
河
判
中

都

務

職

貝

)

好
子
(
種
野
小
)

宏
(
勝
浦
中
)

勝
子

(新
任
)

康
市
(
北
井
上
小
教
頭

四
富

谷
泉

岡
田

米
国

横
田

'

川
一明

川
一珊

仁
木
孝
大
(
木
沢
中
)

鈴

木

紘

(

新

任

)

坂
野
輿
治
(
新
任
)

勝
浦
和
子
(
新
任
)

西

国

益

良 

(助
教
諭
)

小

谷

卓

美 
(

M

H

)

民

生

総

務

剛

院

議

会

費

町

償

諸

収

入

繰

越

金

寄

付

金

mn

転
入

坂
本
小
学
校

転

出

森

友

財

産

収

入

県

支

出

金

国

庫

支

出

金

使
用
料
手
数
料

分
担
金
負
但
金

地

方

交

付

税

自
動
車
猷
酎
地

町

税

町
税
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
殆
ん

ど
の
方
々
が
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入

さ
れ
納
税
貯
金
よ
り
引
落
し
納
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
こ
れ
か
ら
税
金
を
納

付
し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
納
税
預
金
の
残
高
が
な
い

か
た
は
指
定
金
融
機
関
に
連
絡
の
上
、

準
備
預
金
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願

い

し

ま

す

。

税

務

保

険

課

納税貯蓄

のお願い

MUS04
テキストボックス
教員定期異動
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フ ら 第23号 (4) イコ昭和47年 5月1日 か

山 町しり会号 マれる マでマ午ほ四 l京 件内明と マ会�  
(2)(1)路三政午可計、識三 ま 一三三機 三 後か十実 に報 お、 岡 三 融
町畑 識月に後決予昭案月し般月月案月五 二 七通つ告よ町本月の
財地員二対五、算和審 二 た質二二調十時十年りい二ぴ長識十経
政総 +す時陳外四識十 。間十十査一散八度可て件担か長日 iA"":'"'' 
に合 一 る 閉 情 二 十を五 を 三ー の日会件勝決説、当らか午 も二 閉
づ開 日一会、十七行日 次日目たか。の浦。明専各提ら前 原件会三
い発 般し 晴六年な午 の ま 午 め ら 説町号|が決諜出諸九 索、し月
て事 質た願件度い前 とで前休 三 明ー き あ 一 長 識 般 時 過専まの

重量 問 。八を 勝 、 九 お町九会月 が般続り�  f牛 か 案 の 開 り決し定

*
三
月
定
例
会
か
ら
*

一
般
会
計
予
算

四
億
三
千
四
万
八
千
円に

つ
軽 聞い
減 とて

に
つ
い
て

ω福
祉
行
政 

(特
に
保
育
料
)
に

つ
い
て

三
月
二
十
二
日

滝
口
議
員

防
災
お
よ
び
消
防
施
設
の
鐙
備

に
つ
い
て

ωご
み
処
理
施
設
の
問
題
に
つ
い

てω商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

ωω公
営
住
宅
及
び
教
員
住
宅
の
管

理
状
態
に
つ
い
て

味
間
議
員

ω農
協
合
併
と
指
定
金
庫
に

つ
い

て水
利
権
の
確
保
と
簡
易
水
道
の

管
理
に
つ
い
て

ω老
人
医
療
の
給
付
に
つ
い
て

凶
塵
壊
、
し
尿
処
理
問
題
に
つ
い

て

同
タ
ム
建
設
に
伴
な
う
公
共
補
償

に
つ
い
て

附
国
民
健
康
保
険
税
増
税
に
つ
い

て

高
橋
醜
員

ω

ω勝
浦
園
芸
高
校
に
つ
い
て

花
嫁
、
花
婿
銀
行
の
設
置
に
つ

い
て

平
岡
議
員

ω道
路
問
題
に
つ
い
て

ω人
命
緊
急
対
策
に
つ
い
て

ωし
尿
処
理
に
つ
い
て

西
浜
議
員
ω昭

和
四
十
七
年
度
予
算
と
福
祉

対
策
に
つ
い
て

ωω町
機
構
改
革
と
労
働
不
安
の
除

去
に
つ
い
て

ω消
防
団
貝
の
待
遇
改
普
に

つ
い

て
凶
郵
便
の
日
明
配
達
廃
止
に
つ
い

て

古
井
議
員

ン
の
促
進
に
つ
い
て

ω工
場
誘
致
お
よ
び
ベ

ッ
ト
タ
ウ

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
総
額
を

観
光
と
産
業
振
興
の
た
め
の
星

千
円
と
す
る
。

ω谷
寺
(
星
の
岩
屋
)
の
開
発
に

つ
い
て

中
角
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
な
う

中
角
谷
川
の
改
修
、
な
ら
び
に

下
流
淡
漆
に
つ
い
て

ω山
州
繰
の
設
誼
に
伴
な
う
機
構
改
革

に
つ
い
て

則
昭
和
四
十
七
年
度
予
算
に
つ
い


て


坪
内
議
員


ω産
業
の
振
興
に
つ
い
て
(
み
か

一 

年
後
の
勝
浦
町
の
姿
を
想
定


ん
産
業
の
振
興
、
農
振
法
と
振


興
計
画
)


ω社
会
教
育
に
つ
い
て

(青
少
年


非
行
化
問
題
)


同

議

員

ω税
に
つ
い
て
(
国
保 
)
 

水
道
に
つ
い
て

ω福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

てω福
祉
行
政
に
つ
い
て

ω

O

O

三
月
二
十
三
日

大
井
議
員

農
協
合
併
に
つ
い
て

ω農
地 

(土
地
利
用
)
に
つ
い
て

昭
和
田
+
七
年
度
三
月

ω
一、

勝
浦
町
融
会
定
例
会
鵬
決
事
項

昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
一
般

会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
四
三 

四
八
千
円
と
す
る
。

O

O 

二
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

一 

七、
 

0
0
0千
円
と
す
る
。

O

三
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
病
院

事
業
特
別
会
計
予
算

病
院
事
業
収
益
的
収
入
お
よ
び
支

出
総
額
を
一
一
六
、
七
六
二
千
円
を

二
ハ
、
九
八

四
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
二
、
八

九
四
千
同
と
す
る
。

五
、
昭
和
四
十
七
年
度
勝
浦
町
住
宅

改
修
資
金
貸
付
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
七
七
九

千
円
と
す
る
。

六
、
勝
浦
町
の
基
本
構
想
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

し
て
構
想
を
策
定
し
た
。

七
、
勝
浦
町
の
辺
地
総
合
艶
備
計
画

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

八
、
勝
浦
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

い
ま
ま
で
の
八
課
を
六
課
と
す
る

こ
と
に
改
め
た
。

以
上
が
三
月
識
会
の
主
な
識
決
事

項
で
す
。

誠
会
事
務
局

ー
ほ
か
二
十
九
議
案
を
可
決 

，
l

イ牛 J京浦議時 り政時。 二 行 会き、、らの組会 可 ー だ例
を案 町案再行に再十な計、こ謀議概ZE一決件。町
処ど ー 第会な対会 日 わ予昭れ案案要よら 承ほこ識
理お 般三 わ す ま れ 算和をこの説あ 認か空会

さ 、習量は

れ識会

坂 小 中� t雪Z青
(1)口 (5) (4)(3)(2) (1)関 (8) (7) (6) (5) (4)(3) (2) (1)西ω)た十町十

護費電話建議努三課賛意書て警護問責皇警三基童震震書護費露。立票具
教墜に金合均 に町財資商高備のて福 税 事 健 ) 間 干 丁 p b! 相� 

喜簡ご襲安警警
事

三お安是主義主題警警警護竺存薬品ベ
の題て関間つ 伴て来管進の育兄(老 政 運 険 一 つ 三雪量

、- にの題いな に 理 lニ体の負義人に営税眠い 、利一
つ契点て う 対 運 つ 質 課 姐 務医つにと 会て ，、公工

、

約に 職 す営い改題、教療し、っ国計�  ‘ι1  

担て期つ 場 るにて普)社蓄問てい民 、 ず
ν

墾五
企っと会晶題与健病 れ 告 目
画い公教設に、康院

に
つ
い
て

MUS04
テキストボックス
議会だより

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



皆
郁
択

が
大
き
く
安
全
対
策
の
確
立

、，Uが
社
会
的
に
要
請
さ
れ
て
い 

E
I
t引
ま
す
。

(5) 第23号	 か つ つ ら 昭和47年 5月 1日

O
O

{口〈 の 倍 �  
。 、� 

ヲR 1、 モ倍用剤にラ 00るイ 、生八花伝
言果	 i園 レ、散に硫虫 00。製有閣 O 害保�  

iで ス 石 布 モ 酸 、 01音 剤機は O 虫…�  
fは タ灰。レ亜ノ、倍、 を 銅 五 倍 ノ ぐ

: 四 三	 二 f
ロイ、イ、ノ、ロ イ、;

ー
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

建
(
四
五
平
米
)
一

階
建

口

調

査

広

報

車

一

台

臼

ガ

ラ

ス

瓶

破

砕

機

一

台

回
焼
却
工
業
炉

二
、
事
業
の
目
的

し
用、a

州、K
J豆油〆 ‘)(に七人技。ナのが防ま四国�  J 

¥(油画;'l/-、 ¥¥1術 ツ た れ 除 き �  . N 
μ唖!w ¥..、、 、/セクめ病 ぉ� O 四� i 

型自4

一
基

農
薬
の
使
用
と
散
布
後
の

残
留
は
人
体
に
与
え
る
影
響

7
0 

国
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
こ

れ
に
対
処
す
る
た
め
、
病
害
虫
防
除

組
織
を
準
備
強
化
す
る
と
と
も
に
、

燦
薬
の
安
全
な
使
用
と
使
用
後
の
適

正
な
処
理
を
行
う
た
め
、
農
薬
安
全

管
理
対
策
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

本
町
は
、
県
下
で
は
じ
め
て
指
定

を
受
け
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
施
設
を
完

成
し
昭
和
四
十
七
年
度
は
、
農
家
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
を
得
て
、
こ
の
施

設
を
有
効
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
ご

認
識
願
い
梢
極
的
な
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

事
業
の
内
容

一
、
施
設
(
役
場
敷
地
内
に
設
置
)

付
農
薬
安
全
管
理
対
策
セ
ン
タ

O

安
全
な
農
産
物
の
生
産
と
散
布

者
お
よ
び
周
辺
住
民
等
の
健
康
保

護
な
ら
び
に
環
境
汚
染
め
防
止
を

図
る
。

果
樹
研
究
会
等
の
ク
ル
ー
プ
を
通

じ
研
修
指
導
い
た
し
ま
す 

P

三
、
事
業
の
内
容

農
薬
散
布
に
対
し
、
防
除
の
適

期

ご

斉
散
布
)
、
膝
薬
の
選
択
、

安
全
適
正
な
散
布
の
指
導
と
防
除

後
の
残
余
農
薬
の
管
理
、
農
薬
の

空
ぴ
ん
、
空
袋
の
処
理
指
導
を
行

、 

0
指
定
し
た
場
所
へ
ご
持
参
願
い
、

空
ぴ
ん
は
ぴ
ん
破
砕
機
で
処
理

し
土
中
に
埋
め
る
。
空
袋
は
焼
却

も
う
か
る

み
か
ん
を

作
ろ
う
グ

昭
和
四
十
七
年
版
の
温
州
み
か
ん

猿
剤
散
布
基
準
、
品
質
時
代
に
対
応

し
た
本
町
へ
の
導
入
品
種
の
統
一
、

温
州
み
か
ん
施
肥
基
準
、
除
草
剤
使

用
基
準
を
一
枚
刷
り
に
し
て
、
先
般

各
指
導
部
長
さ
ん
を
通
じ
、
み
か
ん

生
産
者
の
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
。

特
に
も
う
か
る
み
か
ん
作
り
の
指

標
に
関
係
し
た
こ
の
資
料
の
ポ
イ
ン

h
ト

立

畑
地
総
合
開
発
推
進
事
務
所
開
設

こ
の
ほ
ど
、
畑
総
事
業
(
み
か
ん

閣
の
か
ん
水
、
防
除
、
施
肥
に
よ
る

機
械
化
と
省
力
化
お
よ
び
農
道
の
新

悪.EEモ{� 

一
、
本
町
み
か
ん
の
商
品
性
に
大
き

く
要
因
し
て
い
る
黒
点
病
対
策
。

二
、
生
産
由
民
面
で
の
要
因
で
あ
る
殺

ダ
ニ
剤
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。

三
、
省
力
化
面
で
の
摘
果
剤
、
除
草

剤
の
利
用
等
で
あ
り
ま
す
。

防
除
の
原
則
で
あ
る
、
発
生
予
祭

に
義
一
ず
い
た
「
適
期
に
一
斉
防
除
一

で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー 

一一一

  

/

』

設
、
改
修
)
推
進
の
た
め
県
の
現
場

事
務
所
と
し
て
勝
浦
土
地
改
良
支
所

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
畑
総
事
業
計

画
の
内
容
、
推
進
等
の
お
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
四
十
七
年
度
着
工
の

た
め
に
は
地
元
の
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
、
強
化
が
急
が
れ
ま
す
。
事
業

同
意
に
つ
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
所
名
お
よ
び
所
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

徳
島
農
林
事
務
所

勝
浦
土
地
改
良
支
所

支
所
長
大
山
兼
敏

技

師

宮

本

登

・

岩

根

大

祐

ほ
か
三
名

産
業
課

「

¥

J

)

¥

/

川

/

戸「

;伊 i	 ハ ロ|土廿|

長� ン硫ス鉛ダス展水月マ I~孟|
ぃ (

τ

新一賞硫タ 加ニ トt農業和上 キ円高|
梢、合酷ン用はヤマ度初剤匂カ虫じご」
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今月の農作業メモ



昭和47年� 5月 l日 か つ つ ら 第23号 (6) 

一日町長の感想

一日町長の朝礼

「
ど
う
し
て
も
、
一
明
日

一
日
町
長
に

な
っ
て
役
場
へ
来
て
ほ
し
い
。
半
日

で
い
い
か
ら
、
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

一
日
町
長
は
、
昨
年
八
月
か

ら
五
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
婦

人
会
を
は
じ
め
町
内
諸
国
体
の
代
表

を
招
き
、
「
役
場
の
仕
事
を
町
民
に

知
ら
せ
、
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

方
法
」
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
か
ら
は
、
農

協
、
銀
行
、
会
社
の
代
表
を
委
嘱
し

て
、
い
わ
ば
、
「
企
業
の
感
覚
で
見

¥ー-

職
員
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を

生
比
奈
良
業
協
同
組
合

組
合
長

四
月
十
日

の
朝
、
堺
町

長
さ
ん
か
ら

じ
き
じ
き
に

お
電
話
を
い

た
だ
い
た
。

久

イ呆

重

雄

る
行
政
」
が
主
眼
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
申
し
入
れ
を
受
け
て
、

一
た
ん
は
こ
と
わ
っ
て
い
た
の
だ
け

れ
ど
も
、
や
む
な
く
本
務
の
や
り
く

り
を
つ
け
て
承
諾
し
た
わ
け
で
あ
る
。

引
き
受
け
た
か
ら
に
は
、
か
ね
て
か

ら
聞
い
て
い
る
朝
会
の
状
況
を
見
て

み
よ
う
と
、
当
日
朝
八
時
二
十
分
に

登
庁
し
た
。

実
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
あ
ま
り
来
て

H

い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ

が
、
す
で
に
堺
町
長
さ
ん
は
じ
め
、

お
お
か
た
め
職
員
が
出
勤
さ
れ
て
お

り
、
さ

っ
そ
く
か

一
日
町
長
。
の
大

き
い

リ
ポ

ン
を
胸
に
つ
け
ら
れ
、
チ

ヨ
ソ

卜
照
れ
く
さ
い
感
じ
で
あ
っ
た
。

八
時
二
十
五
分
、
チ

ャ
イ
ム
と
と

も
に
全
員
集
合
で
朝
会
が
始
ま
る
。

全
職
員
が
集
ま
っ
て
み
る
と
、
昔
の

村
役
場
と
ち
が
っ
て
そ
の
人
数
の
多

い
に
は
筒
い
た
が
、
同
時
に
、
や
は

り
こ
れ
だ
け
町
の
仕
事
が
複
雑
に
な

っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
も
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
私
の
記
憶
に
あ
る
朝


会
は 

首
長
訓
示
々
に
始
ま
り
、
そ


の
訓
示
が
い
つ
の
ま
に
か
ネ
チ
切
れ


に
な
っ
て
や
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
通


例
だ
と
思

っ
て

い
た
。
と

こ
ろ
が
、


い
ま
町
が
や
っ
て
い
る
朝
会
は
、


「
今
日
は
役
場
内
で
ど
ん
な
行
事
が

ど
こ
で
あ
る
」
、
「
今
日
は
だ
れ
が

ど
こ
へ

出
張
し
て
い
る
」
「
今
日
は

だ
れ
が
休
ん
で
い
る
」
な
ど
と
い
う

こ
と
が
全
職
員
に
わ
か
り
、
町
民
の 

一
日
町
長
と
職
員
の
交
換
会

方
が
役
場
へ
来
た
と
き
、
職
員
の
だ

れ
で
も
案
内
が
で
き
る
し
、
役
場
へ

初
め
て
の
人
で
も
迷
わ
ず
用
件
を
す

ま
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
ち
ょ

っ
と
し
た
ア
イ

デ
ア
が
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
朝
会
が
、
い

つ
ま
で
も
続
く
よ
う
職
員
の
方
に
と

く
に
希
望
し
て
お
い
た
次
第
で
す
。

朝
会
が
す
む
と
町
長
室
で
、
昭
和

四
十
七
年
度
の
予
算
と
、
事
業
の
実

施
計
画
に
つ
い
て
、
町
長
さ
ん
助
役

さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
が
、
各
課

の
食
糧
費
等
消
繭
質
的
な
経
費
を
極
力

切
り

つ
め
、
道
路
の
改
良
、
教
育
施

設
や
社
会
福
祉
の
充
実
向
上
に
力
を

注
が
れ
て
い
る
の
を
聞
き
、
わ
ず
か

の
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
町
行
政
の

方
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
一
時
に
な
る
と
、
書
記
、
主
事

補
の
若
い

職
員
を
対
象
に
、
一
時
間

の
予
定
で
何
か
講
話
を
せ
よ
、
と
い

う
注
文
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
の
長

い
経
験
を
も
と
に
「
町
職
員
と
し
て

の
心
組
み
」
に
つ
い
て
話
を
し
た
わ

け
で
す
が
、
古
い
頭
の
私
的
話
、
い

徳
川
幕
府
の

「
士
農
工
商
そ
の
他
」

と
い
う
身
分
制
度
は
、
し
ょ
せ
ん
、

武
士
階
級
と
り
わ
け
徳
川
幕
府
の
支

配
権
を
永
続
化
さ
せ
、
維
持
す
る
た

め
の
手
段
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か

っ
た
。

そ
の
身
分
政
策
が
崩
れ
る
こ
と
は
、

同
時
に
、
徳
川
幕
藩
体
制
の
崩
壊
を

意
味
し
て
い

た
た
め
、
強
力
な
権
力

と
圧
力
に
よ
っ
て
、
必
死
に
な

っ
て

そ
の
崩
れ
を
防
い
だ
の
で
あ
る
。
い

い
か
え
る
と
、
六
%
の
少
数
の
下
層

民
の
犠
牲
の
上
に
、
徳
川
幕
府
が
の

つ
か
っ
て
い
た
と
い

っ
て
も
過
言
で

は
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
全
人
民

の
八
四
%
を
し
め
る
農
工
商
も
搾
取

さ
れ
た
階
級
に
は
違
い
な
い
が
、
六

%
の
部
落
の
人
た
ち
の
は
げ
し
い
差

別
と
さ
げ
す
み
に
比
較
す
れ
ば
、

そ

れ
は
も
の
の
数
で
は
な
か

っ
た
。

生
業
に
つ
く
こ
と
さ
え
許
さ
れ
な

か
っ
た
人
た
ち
、
家
畜
の
屠
殺
や
罪

人
の
処
刑
な
ど

一
般
か
ら
忌
み
嫌
わ

れ
る
職
業
以
外
に
従
事
す
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
た
部
落
の
人
た
ち
の
苦
し

み
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

弾
圧
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

衣
、
食
、
住
と
い
う
、
い
わ
ば
人
間

と
し
て
の
基
本
的
権
利
の
行
使
を
ま

ま
の
若
い
人
た
ち
に
は
抵
抗
を
感
ず

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
も
終
始
熱
心

に
聴
講
し
て
い
た
だ
き
、
正
午
を
も

っ
て
お
役
目
は
終
わ
っ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
う
か

職
員
の
み
な
さ
ん
、
人
の
一
生
は
長

い
よ
う
で
、
過
ぎ
て
み
る
と
短
い
も

の
て
す
。
今
日
の
一
日
は
一
再
び
め
ぐ

っ
て
こ
な
い
の
で
す
。
常
に
町
職
員

と
し
て
の
誇
り
と
、
公
僕
と
し
て
の

自
党
を
も
っ
て
、

充
実
し
た
生
活
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

炉
建
姦
家
(その入)

徳
川
幕
府
と
身
分
制
度
の
崩
壊

っ
た
く
認
め
ず
、
社
会
生
活
、
人
間

生
活
の
す
み
ず
み
に
至
る
ま
で
、
き

び
し
い
圧
迫
と
さ
げ
す
み
を
う
け
た

彼
ら
の
い
き
ど
お
り
は
、
察
し
で
も

余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ぞ
か
し
、

は
ら
わ
た
の
ち
ぎ
れ
る
断
腸
の
思
い

を
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
権

力
も
生
活
力
も
う
ば
わ
れ
た
彼
ら
は
、

く
や
し
涙
に
く
れ
つ
つ
も
、
甘
ん
じ

て
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
さ
し
も
の
強
大
を
誇

っ
た
徳
川
幕
府
も
、
大
き
な
歴
史
の

流
れ
に
さ
か
ら
う
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
す
で
に
、
そ
の
封
建
政
策
、

と
り
わ
け
身
分
政
策
に
予
盾
を
あ
ら

わ
し
つ
つ
あ
っ
た
幕
府
は
、
開
国
を

要
求
し
て
押
し
寄
せ
た
、
ペ

リ
ー 

(米
)
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
(
露
)
を


先
頭
と
す
る
外
国
勢
力
の
前
に
、
徳


川
幕
府
は
あ
わ
て
ふ
た
め
さ
、
な
す


す
べ
を
失
い
、
た
だ
無
為
無
策
の
う


ち
に
お
ろ
お
ろ
す
る
ば
か
り
で
あ
っ


た
。
こ
と
に
、
万
延
元
年

ご

八
六
 

)
井
伊
大
老
が
江
戸
城
桜
田
門
に


お
そ
わ
れ
て
か
ら
は
急
速
に
没
落
し
、


つ
い
に
、
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)


十
月
、
朝
廷
に
大
政
奉
還
を
願
い
で


た
の
で
あ
る
。
実
に
井
伊
大
老
暗
殺


よ
り
七
年
後
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。


ー

つ

づ

く

|

O
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l

ス
ク
ー
ル
ゾ 

ン
を
中
心
に
説
明
し

ま
す
。

12
行
者
と
く
に
、
こ
ど
も
と
寧
の

ゾ 

l
ン
」

輸


て
重
点
的
な
取
締
り
を
実
施
す

る
の
で
す
。

交
通
安
全
講
座

ぜ
の
八

「
ス
ク
ー
ル
ゾ


こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
ス

ク
ー
ル
ゾ 
l
ン
を
中
心
に
、
春
の
交

通
安
全
運
動
を
全
国

一
斉
に
行
な
っ

た
こ
と
は
皆
さ
ん
も
す
で
に
ご
承
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の

l

ハ
門
ス
ク
ー
ル
ゾ 

ン
と
は
、
少
し

む
ず
か
し
い
言
葉
か
も
判
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
に
応
じ
た
総
合
的
な
交
通

対
策
、
施
設
の
盤
備
、
交
通
規
制
、
交

通
指
導
取
締
等
を
実
施
し
て
、
学
校

周
辺
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り
を

行
な
う
も
の
で
、
そ
の
範
囲
は
小
学

校
を
中
心
に
、
お
お
む
ね
五
百
米
の

範
囲
で
、
道
路
交
通
、
通
学
通
園
、

こ
ど
も
の
交
通
事
故
発
生
め
状
況
等

を
勘
案
し
て
設
定
し
ま
す
。

∞
そ
の
対
策
と
し
て

交
通
安
全
対
策
を
強
化
し
て

l

ス
ク
ー
ル
ゾ 

ン
内
の
地
域
住

民
が
、
こ
ど
も
の
事
故
防
止
じ

つ
い
て
の
関
心
を
た
か
め
、
交

通
安
全

へ
の
環
境
づ
く
り
に
参

加
し
て
、
運
転
者
に
安
全
運
転

を
励
行
さ
せ
る
の
で
す
。 

l
ン
内
に
お
い
て
は
、
歩

分
離
を
は
か
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
路
側

帯
を
作

っ
た
り
、
時
間
を
限

っ

安
心
し
て
通
学
し
て
い
ま
し
た
。

法
に
よ
っ
て
は
決
め
ら
れ
る
ま
で

も
な
く
、
他
の
生
比
奈
、
坂
本
の
各

小
学
校
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
も
、

横
瀬
小
学
校
近
辺
の
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
同
様
に
、
安
心
し
て
こ
ど
も
が

通
学
で
き
る
よ
う
、
こ
ど
も
の
事
故

防
止
に
つ
い
て
の
関
心
を
た
か
め
、

交
通
安
全
へ
の
環
境
づ
く
り
に
格
段

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〆『¥

警
察
官
異
動

「一主

三
、
久
国
(
追
い
越
し
不
適
当
)

四
、
棚
野
(
側
方
不
注
視
)

。
物
損
事
故
:
・
・
二
件

一
、
生
名
(
回
転
時
の
不
注
意
)

二
、
三

漢
(
与
川
内
)
(
後
退
時
の

四
月
三

日
カ
ら

九
時
、
午
後 

時
、
二
時
、
四
時
、

生
比
奈
駐

五
時
、
六
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

在
所
亡
武

田
昇
巡
査

が
着
任
さ

れ
-ま
し
た
。

小
松
島
箸
察
署

O

不
注
意
)

以
上
の
と
お
り
で
、
時
間
は
午
前

小
松
向
周
囲
智
勝
浦
町
幹
部
梼
察
官
派
出
所

国
勝
浦
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
春

の
交
通
安
全
句
問
中
、
試
験
的
に
横

瀬
小
学
校
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た

が
、
結
果
は
上
々
で
し
た
。
違
法
な

駐
車
、
そ
の
他
も
な
く
、
こ
ど
も
は

交
通
安
全
標
語
の

入
選
作
品
決
ま
る

町
民
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
知

識
の
普
及
と
、
思
想
の
高
揚
を
は
か

り
、
交
通
事
故
を
絶
滅
す
る
た
め
に
、

こ
の
ほ
ど
町
内
の
小
、
中
学
校
か
ら

交
通
安
全
標
語
を
募
集
し
、
審
査
し

た
結
果
、
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

そ
の
原
因
を
見
て
も
、
追
い
越
し

二
件
、
追
突

一
一
件
、
後
退
、
転
回
、

湯
浅
巡
査
部
長

~潟込 E
~尽校三..11 


側
方
不
注
視
が
各
一
件
と
な
っ
て
お

り
、
運
転
手
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
基
本
的
な
マ
ナ
ー
の
欠
如

が
こ
の
よ
う
な
事
故
を
招
い
て
お
り

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ハ

ン
ド
ル
を
に
ぎ
る
際
、
む
う

一
度
免

許
証
に
は
さ
ん
で
い
る
安
全
運
転
の

嘗
約
書
を
読
み
直
し
、
勝
浦
町
よ
り

交
通
事
故
を
追
放
し
よ
う
。

区~


事
故
追
放勝

中
三
年

呑

口

昌

子

第
三
位
飲
む
前
に
家
族
の
こ
と

を
考
え
て

本
年
三
月
十
五
日
か
、
旬
、
四
月
十

四
日
ま
で
の
町
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
は
、
次
の
と
お
り
で
す 

0 

0
人
身
事
故
:
四
件

一
、

沼

江 

(追
い
越
し
不
適
当
)

二
、

生

名 

(追

突 

)

勝
中
三
年

神
田
友
子

ほ
か
佳
作
三
点

O
小
学
校
の
部

第

一
位
登
下
校
急
ぐ
な
走
る
な

飛
び
出
す
な

生

小

四

年

谷

圭
子

第
二
位

お

と

う

さ

ん
車
に
乗
る

な
ら
欽
ま
な
い
で

坂
小
五
年
田
村
仁
志

第
三
位
交
通
の
規
則
守

っ
て
楽

し
い
わ
が
家

ほ
か
佳
作
七
点

機
小
四
年
桜
木
由
美

て

「通
学
道
路
」
と
し
た
り

中
学
校
の
部

O

さ
ら
に
道
路
の
標
識
、
標
一ホ
等

第
一
位
小
き
い
坊
や
も
大
き

を
笠
備
し
て
歩
行
者
保
護
の
た

め
、
と
く
に
「
違
法
駐
車
」

「
道
路
不
正
使
用
」
等
に
つ
い

い
合
図

勝
中
二
年

滝

花

敏

宏

ゆ
ず
り
合
う
心
一
つ
で

一運転免許証の
更新申請のご案内ー

* 免許証の有効期限が切迫�  

( 1カ月以内)している方

日 時 �  5月 15日(月曜日 )* 
午後 2時から�  4時 ま で

*場所勝 浦町 役場

合更新に必要なもの�  

(1) 運転免許証�  

(2) 写 真� 2枚� 

(3) 手数料�  

(4) 住所を変更された方は住民票�  

※免許 証 お 曳 け とりください�  

4月13日に更新申摘 をされた方は、� 

15日の移動警察と同時に町役場で法規

講習を行ない終了後、免許証をお渡し

しますから時間厳守�  (午後 2時� )の上

受講ください。

第

イ立

MUS04
テキストボックス
スクールゾーン

MUS04
テキストボックス
今月の移動警察

MUS04
スタンプ
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昭和47年� 5月1日 か つ つ ら 第23号 (8) 

ヘ
久
国 

信
政
士
口
充

大

滝

茂

美

派米農業実習生 派米農業研修生

派遣団体 社団法人 農業研修生派米協会社団法人国際農友会ー- 2 ヶ年派遣期間�  1 ヶ年�  

現在業農係業に従事としている者者 現在農業に従事しているもの応、� 農業従事
~tfJ期につめている

渡米時満19オ以上34オまで 渡米時満19オ以上2i.tまでの独身者事E 年 令


学 歴
 高等学校卒業 以上 
  
1空 語� AF 
 基礎英語のできるも者 (中学二年程度)


伶 他 成
 心身共にけんこうである者 
  

1'1 怖
 明朗で協調停ーがあリ 研究心のある者

・
H

1

派
米
実
習
生
上
田
善

君
か
ら
便
り
・ 
i
H 7月20日まで� 

Ifl 込方法 役場産業課へお巾込み下さい

受入業的

募 集期間�  7月20日まで� 

酪農樹、 肉牛、養花豚、養鶏を鵠
果 、野 、 、 その他 果 、野菜、� 

県合において書類審'企、英中語央、体選力号テスト、作文のしけんを行いi主再方法
稿者についてきらに で を行う。


，i1i ~~)I 
 fT惰者に対し派&t前に研修を行う

オレゴン、カリフォルニア、アイオワ ワンントン、オレゴン、アイダホ� 

i眠JiJIきHる仲| アリゾ十、コロラド、ネプラスカ
ウイスコンンン、ワシントン
アリゾ十、カンサス、ミズリー

イリノイ


経� J貨
 h市t;'I'の車干'j!!はいらない

お
誕
生
お
め
で
と
う

上
勝
町

f

沼

江

大

上

功

長

男

誉

司

上
勝
町

f

坂
本
河
野
精
二
長
女
あ
ゆ
み

三

渓

溝

田

義

昭

二

女

恵

美

柵

野

岡

照

啓

長

女

千

恵

沼

江

湯

浅

歓

一

長

女

仁

美

棚

野

北

島

隆

長

男

寛

徳
島
市

中

角

増

井

宏

明

二

女

亜

紀

お
く
や
み
申
し
ま
す

沼
江
大
久
保
宗
司
二
男
尚
勇

菅

内

増

蔵

ご
結
婚
お
め
で
と
う

若

木

晴

行

小

坂

徳

二

山

西

金

晴

谷

田

九

平

藤

田

カ

メ

中

西

邦

雄

岩
田
久
馬
三

r
星 棚 三 生 沼 三 坂 坂

谷野渓名江謀本本

ヘ
星
谷

ヘ

坂

本

「
上
勝
町

ヘ
沼
江 

寺

尾

雅

好

阪

野

弘

恵

上

平

志

郎

門
田
美
知
子

岡

本

国

男

亀

井

梅

子

広

井

正

己

殿
谷
富
美
子

稲

岡

恵

次

息

博

子

梅

山

勝

義

宮

本

晴

美

習、的段間、 肉牛茶、 養花豚米、

さ
る
、
二
月
下
旬
第
二
十
回
派
米
農
業
実
習

生
と
し
て
、
渡
米
さ
れ
て
い
る
勝
浦
町
(
中
山
}

出
身
の
よ
田
君
か
ら
の
便
り
で
す
む

み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
わ
た

産
業
課

い
ま
す
。

し
か
し
、
圃
場
に
お
い
て
日
本
と

し
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
に
あ
る
日
系
二
世

の
園
芸
農
場
に
配
属
さ
れ
、
毎
日
元

気
に
実
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
わ
た

し
の
配
属
さ
れ
て
い
る
農
場
は
、
粗

菜
園
葺
を
主
体
と
し
‘
レ
タ
ス
、
キ

ャ
ベ
ツ
、
玉
ね
ぎ
な
ど
を
栽
培
し
て

異
な
り
堆
肥
類
は
、
使
用
せ
ず
、
作

業
内
容
も
こ
れ
か
ら
の
収
穫
時
を
の

l

ぞ
い
て 

ラ
ッ
ク
タ
ー
が
主
役
を

な
し
て
い
ま
す
。
私
の
作
業
分
担
は

l

ト
ラ
ッ
ク
タ 

、
潜
水
作
業
を
す
べ 

公
害
と
云
わ
れ
四
五
頭
豚
を
飼
い

不
器
量
を
か
く
し
た
解
で
な
い
化
粧

釣
れ
る
か
と
問
え
ば
無
言
で
首
を
振
り

声
色
で
男
女
見
分
け
る
長
い
髪

風
呂
か
げ
ん
問
え
ば
止
っ
た
浪
花
節

里
帰
り
済
ま
ぬ
気
持
で
居
る
十
日

ド
ラ
マ
観
る
私
の
日
課
え
じ
ゃ
ま
が
入
り

し
っ
か
り
と
押
え
た
く
さ
め
指
を
抜
け

孫
達
者
今
日
も
障
子
の
穴
が
ふ
え

百
円
玉
探
す
畳
も
め
く
ら
き
れ

俗
世
を
噸
ふ
か
鳶
が
一
羽
舞
い

流
行
を
追
っ
て
財
布
が
軽
、
ー
な
り

つ
ま
み
な
ど
要
ら
ぬ
男
の
呑
っ
ぷ
り

来
客
の
声
に
内
職
片
ず
け
る

散
髪
代
聞
い
て
切
れ
と
は
も
う
云
わ
ず

無
い
袖
は
撮
れ
ぬ
で
義
理
が
済
ま
き
れ
ず

川
柳
の
町
に
す
る
気
で
句
を
作
り

て
-
手
伝
引
き
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

な
か
な
か
な
い
へ
ん
で
す
。
し
か
し
、

最
初
考
え
て
い
た
ほ
ど
き
つ
く
な
い

の
で
、
あ
ま
り
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
の
主
人
は
日
系
二
世
で
日
本

語
を
理
解
し
て
く
れ
る
の
で
、
大
変

助
か
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
気
候
は
、

典
型
的
な
内
陸
性
気
候
で
昼
間
は
、

日
本
の
夏
型
の
暑
き
で
し
ょ
う
か
。

夜
間
は
、
反
対
に
と
て
も
涼
し
く
な

り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
実
習
生
と
し
て
、
は

ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
頑
張
り
貴
重
な
体
験
を
得

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、

み
な
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ

さ
い

平t稼llIJま

棚横横立中横横横横士反坂坂坂坂坂生横 住勢一で� 
のI.ti実に

I

野瀬瀬川山瀬瀬瀬瀬本本本本本本名瀬
方夫 三

阪都ノ、

山

口

満

月

丸

山

香

月

中
川
野
子
住

楠
田
ゆ
き
、
ぇ

山

本

令

子

広

野

定

子

新
居
阿
佐
子

大

岡

小

枝

木

原

清

一

溝

内

英

男

桂

木

瓢

人

今

川

丹

倉

橋

加

辻

橋

本

梢

中

田

万

里

様

勢

都

景

太
田
赤
山
人

¥-' 

農業者青年よ

海外lζ学ぽ'うグ

;爪米農業実習生、派米農業研修生の募集が

はじまりまし�  Tこ。
募集要項等は下記の通りでありますが、尚、

詳細については産業課まで至急お間合わせ下

さい。 産業課

...-ーー-、、...-ーーー、、---開旬、、
沼沼棚星相棚

生
江江野谷町野柳空

壇叩

出� 
fij詠
りは

先w
月

町勝末
内浦日

リ茸� tr
ま)キ

す まで
で

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



給
食
の
食
事
内
容
は
、
特
に
良
質

学
校
給
食
の
役


(9) 第23号 カ込 つ フ ら 昭和47年� 5月� 1日

学校給食献立表� 
( 5月分)

日曜 お か ず 日目届 お 力、 ず� 

1月
魚フライ、みつ昆� a木 焼そば

キャベツ付合せ ノ"l'ロア� 

2火
えパγf� { ~ -~γ-"加え 

g金
鯨肉のこは くぬ

プリン リ/ゴ 白和え

4木盛合せ� 2月
ヨロ� Iケ.持ャベ� 'ft骨

め っぺい� i十� 

a月
カレーンチュー� 

3火
開花:竜

きんぴら パナナ� 

9火
あさりのみそ汁

4水� 
7'1ームパー� ゴマ柑え

ひじきの士世煮 ノ、ャシンチュー� 

10水
，、ムサンド� 

~5 木
ハ〆パ-1、トマト

ゆで卵 胡瓜粉吹き芋� 

11木
魚、の:'l!:l持、リノプ� 

~6 金
野菜のカレ一気� 

1't~匹町ピーナソ!IJえ ミル� 7かんてん� 

12金
ヲま!(� 9月

王子曜、考ャベツ付合

チーズポール偽 マカロニケチャ，1'煮 

15月
ソーセージ

。火
竹鎗のいそ辺偽

エ� yグサラダ 生野菜、豆腐汁� 

16火
ぜんざい、出ニん山� 

1水
続も� (1，

偽物 トマト、ウイノナー� 

7水
偽パノ. (どむ的

コーン� yチュー

今
月
か
ら
一
年
生
の
給
食
が
始
ま

り
ま
す
。
給
食
に
つ
い
て
は
す
で
に

ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
給
食

は
食
事
の
正
し
い
あ
り
方
の
体
得
と

と
も
に
閉
じ
環
境
で
同
じ
も
の
を
食

べ
お
互
い
に
協
力
し
て
明
る
い
社
交

性
を
助
成
す
る
と
い
う
重
要
な
教
育

的
役
割
を
に
な

っ
で
い
ま
す
。

献
立
に
よ
り、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
知
り
食
品
を
合
理
的
に
く
み
あ
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
に
よ
い

正
し
い
食
事
の
あ
り
方
を
身
に
つ
け

楽
し
い
食
事
が
で
き
る
喜
び
と
感
謝

の
気
持
を
た
い
せ
つ
に
す
る
よ
う
心

身
両
国
か
ら
健
全
に
向
上
さ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

学
校
給
食
は
、
家
庭
の
食
事
に
お

い
て
不
足
が
ち
な
栄
養
素
と
適
正
な

栄
養
最
を
与
、
ぇ
健
康
な
生
活
に
必
要

な
栄
養
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

将
来
を
に
な
う
児
童
生
徒
の
健
康
の

増
進
、
体
位
体
力
の
向
上
に
資
す
る

も
の
で
す
。 

ー¥/

食
品
で
、
栄
養
価
他
の
高
い
も
の
を

限
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
原
別

で
あ
る
の
に
、
か
給
食
は
安
価
で
栄

養
価
の
高
い
も
の
。
と
言
う

一
般
的

な
考
、
え
に
も
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

戦
後
の
学
校
給
食
の
推
移
を
み
ま

す
と
、
次
の
よ
う
に
考
、
え
ら
れ
ま
す
。

二
0
年
代

飢
餓
の
救
済 

(飢
え
を
し
の
ぐ
)

三

0
年
代

栄
養
の
充
足

(安
価
で
栄
養
の
あ
る
も
の 
)

四

0
年
代
楽
し
さ
、
お
い
し
さ
の

(豊 追
求か

な
食
事
)

たのしいきゅうしよ((割、2ねん月〈み)

最
近
の一

般
家
庭
に
お
け
る
食
生

活
の
向
上
に
伴
い
、
学
校
給
食
で
も

魅
力
あ
る
食
事
内
容
と
、
楽
し
く
お

い
し
い
学
校
給
食
の
声
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
目
的
達
成
の
た
め
、
あ

た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
願
う

も
の
で
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー

。
小
児
科

四
月
か
ら
小
児
科
の
診
療
を
い
た


し
て
お

り
ま
す
。
診
療
日
は
毎
週
月
、


水
、
金
明
白
で
す
。


。

内

科


毎
日
訟
療
し
て
お
り
ま
す
。

同
が
ん
、
胃
か
い
よ
う
の
透
視
診

設

。
牛
乳
が
紙
パ
ッ
ク
入
り

に
変
り
ま
し
た
。

新
学
期
よ
り
全
校
に
、

テ
ト
ラ 

(紙
パ
ッ
ク
入
り
牛
乳
)
に
変
り
ま

し
た
。
大
変
に
好
評
で
す
。

断
を
専
門
医
が
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
診
断
を
受
け
た
い
と
思
う
方
は

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
状
態

を
診
断
す
る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク

(入
院
し
て
あ
ら
ゆ
る
検
査
を
行
な

う
健
康
診
断
)
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が、

一
週
間
に
二
人
し
か
で
き
な
い

の
で
、

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
経
費
は
約
三
万

五
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

。
外

科
毎
週
月
水
木
金
曜
日
と
土
曜
日
の

午
後
及
び
日
曜
日
に
診
療
し
て
お
り

ま
す
。

。
整
形
外
科

毎
週
火
噛
日
に
診
療
し
て
お
り
ま


す
。


。
産
婦
人
科


毎
週
火
、
金
曜
日
に
診
療
し
て
お


り
ま
す
。


。
夜
間
酵
療


土
、
日
曜
日
の
夜
間
は
外
科
医
師


が
、
そ
の
他
の
臼
の
夜
間
は
内
科
医


師
が
当
直
に
あ
た
り
急
患
の
診
療
を


行
な
っ
て
お
り
ま
す
。


。
往
斡
に
つ
い
て


夜
間
及
び
土
噸
日
の
午
後
並
び
に


日
曜
日
は
、
当
直
医
師
が

一
人
で
あ


る
た
め
、
重
症
入
院
患
者
が
あ
る
場


合
は
往
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま


す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

/¥ 

乳
児
の
健
康
診
断

実
施
に
つ
い
て

次
に
よ
り
お
こ
な
い
ま
す
。
該
当

者
は
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

。
該
当
者

仲
昭
和
四
十
六
年
十
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
出
生
児
。

と

き

五

月

十

二
日
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
三
時
ま
で

と
こ
ろ
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー

(二
階
) 

ω昭
和
四
十
七
年

一
月
か
ら
三
月
ま

で
の
出
生
児
。

と

き

五

月

十

九

日

午

後

一
時
三

十
分
か
ら
三
時
ま
で

と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー

(
二
階
)

川

勝

浦

病

院
小
児
科

戸
井

先
生 

@
母
子
手
帳
ご
持
参
く
だ
さ
い

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

投

与

に

つ

い

て

次
の
日
程
で
投
与
を
行
な
い
ま
す


の
で
該
当
者
は
必
ず
の
ん
で
く
だ
さ
い
。


と

き

五

月

三
十
日
午
後

一
時
か


ら
三
時
ま
で


と
こ
ろ

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ

ン
タ


。
該
当
者

ー

(二
階 
)


昭
和
四
十
六
年

一
月
か
ら
六
月
三


十
日
ま
で
の
出
生
児
。


そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
も
の
で
ま
だ


一
回
し
か
の
ん
で
い
な
い
も
の
。
 

や
め
る
も
の

「
は
し
か
」
の
予
防
接
種
を
、
つ
け

て
一
ヵ
月
に
満
た
な
い
も
の
。

身
体
の
異
常
の
あ
る
も
の
。

O 医

MUS04
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学校給食の役割

MUS04
テキストボックス
病院だより小児科開設
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予
防
接
種
の

実
施
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
予
防
接
種
を
お
こ
な

い
ま
す
。

ハ
門
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

出
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

と

き

五

月

三
十

一
日
午
後
一
時

か
ら
三
時
ま
で

と
こ
ろ
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ

。
該
当
者

l 
(二
階 
)

昭
和
四
十
六
年
七
月

一
日
か
ら
十

一
月
三
十
日
ま
で
の
出
生
児
お
よ
び

そ
れ
以
前
に
生
れ
た
も
の
で
ま
だ
三

回
注
射
を
し
て
い
な
い
も
の
。

日
本
脳
炎
予
防

接
種
実
施
に
つ
い
て

六
月
十
三
日
よ
り
計
画
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

六
月
の
広
報
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

胃
の
集
団
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

現
在
医
学
の
進
歩
に
よ
り
結
核
で

死
亡
す
る
人
は
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、
ぞ
れ
に
反
し
か
シ
に
よ
る
死
亡

率
は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

勝
浦
町
に
お
い
て
も
昭
和
四
十
五
年

に
は
六
名
、
四
十
六
年
に
は
十
名
で

こ
と
し
に
な

っ
て
四
名
の
方
が
す
で

に
ガ
ン
の
た
め
生
命
を
う
ば
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

ガ
ン
は
現
在
で
は
は
っ
き
り
し
た

原
因
が
わ
か
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ

の
予
防
法
も
、
ま
た
、
特
効
薬
も
あ

り
ま
せ
ん
が
.
早
期
日
発
見
し
正
し

い
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
な

お
る
病
気
で
す
。
し
か
し
初
期
に
は

四
国
電
力
よ
り

お
し
ら
せ

し
ろ
う
と
の
電
気
工
事
は
電
気
火

災
や
、
感
電
事
故
の
原
因
に
な
り
ま

す
。電

気
工
事
は
自
動
↑
阜
の
運
転
と
同

じ
よ
う
に
、
国
家
試
験
に
合
格
し
工

事
免
許
を
も
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

ケ
ノ
コ
を
、
ぱ

っ
と
ひ
ろ
げ
て
手
早

曲
目
潤
輔
潤
滑
蝉
顕

議
拶 

編
組

込
む
も
の
鯛
蹴
繍
瞬
縄
謡
品

九
渦

酷

と
が
あ
り
鰯
繍
難

繍
抗 

ぽ
灘
間
固

広
報
の
編
集
に
つ
い
て

か
つ
う
ら
広
報
は
、
い
ま
ま
で
住


民
課
が
編
集
し
て
い
ま
し
た
。
事
務


機
構
の
改
革
に
よ
っ
て
・
五
月
発
行


分
(
第
二
十
二
号
)
か
ら
住
民
福
祉


課
が
担
当
し
て
い
ま
す
。


行
政
へ
の
建
設
的
な
ご
意
見
や
提

言
、
生
活
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
お
寄

j
F

せ
く
だ
さ
い
。

laa

M m
l
u

金投

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
あ
の
閉
じ

症
状
の
な
い
の
が
ふ
?
つ
で
す
か
ら

手
お
く
れ
す
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
、
そ
こ
で
三
十
五
オ
以
上
の
方

は
症
状
が
な
く
て
も
年
に
一 

1
二
回

の
定
期
検
訟
を
必
ず
つ
づ
け
る
こ
と

が
早
期
発
見
の
一
番
賢
明
な
方
法
で

す
。
勝
浦
町
に
お
い
て
も
五
月
二
十

五
日
、
二
十
六
日
、

二
十
七
日
の
三

日
間
町
内
三
箇
所
に
お
い
て
集
団
検

診
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
各
地
区
の
保
健
部
長
さ
ん
を
通

じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

季
節
の

話

題

偽ず

野
に
も
山
に
も
、
ま
ぶ
し
い
ほ
ど

青
葉
や
若
葉
は
光
っ
て
み
え
ま
す
。

芭
蕉
さ
ん
に
つ
い
て
行
っ
た
曾
良
さ

ん
も
、
こ
の
目
、
す
っ
ぽ
り
と
疑
を

そ
っ
て
冬
か
ら
夏
へ
の
衣
が
え
を
し

た
の
は
偶
然
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

日

夏
服
へ
の
衣
が
え
に
は
、
ま

仁
じ

だ
少
々
あ
い
だ
が
あ
り
ま
す

場
所
、
日
時
は
後
日
連
絡
い
た
し

が
、
か
ら
っ
と
晴
れ
た
日
を
選
ん
で

同
で
す
。

冬
物
の
衣
類
の
手
入
れ
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
ま
い
込
む
と
き
に
は
必

ず
防
虫
剤
と
混
剤
を
忘
れ
ず
に
・
・
。

こ
れ
か
ら
は
白
い
も
の
を
着
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
白
い
も
の

を
白
く
着
る
の
は
、
お
し
ゃ
れ
の
第

O
O

一
歩
で
す
。
ワ
イ
ン
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ

ス
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

下
着
の
エ

リ
回
り
が
黄
色
く
な

っ
て
見
え
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
洗
う
と
き
に
使
っ
た
楳
白
剤
を
、

下
着
閣
の
洗
た
く
の
と
き
に
も
少
し

わ
け
で
使
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

日

目

五
月
は
好
晴
の
日
が
多
く

一
健
康
一

ロ
川
川
」

シ
ャ
ク
ヤ
ク
や
パ
ラ
が
気

持
ち
の
よ
い
ほ
ど
花
び
ら
を
ひ
ろ
げ 

こ
も
り
が
ち
だ

っ
た
冬
の
エ
ネ
ル
キ

ー
を
戸
外
で
発
散
し
て
く
だ
さ
い
。

天
気
さ
え
よ
け
れ
ば
、
風
も
時
く
、

ご
近
所
の
鯉
の
ぼ
り
が
見
え
ま
し
た

ら
、
あ
の
鯉
に
あ
や
か

つ
て
天
気
に

深
呼
吸
の
一
つ
で
も
:
。

に
来
て
く
れ
た
お
客
様
に
、

自

男

の

子
の
お
節
句
に
お
祝
い

E
た
け
の
こ
め
し
と
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の

お
吸
い
物
が
つ
き
も
の
で
す
。

た
け
の
こ
め
し
の
タ
ケ
ノ
コ
は
、

ま
す
。
な
お
、
料
金
は
三 

問
月
中
旬
か
ら
五
月
の
中
旬
ご
ろ
ま

で
が
シ
ュ
ン
と
さ
れ
ま
す
。
た
け
の

こ
め
し
に
用
い
る
も
の
は
身
の
柔
ら

か
い
、
く
せ
の
な
い
モ
ウ
ソ
ウ
タ
ケ

が
い
い
よ
う
で
す
。
炊
き
あ
げ
た 
ζ

は
ん
と
は
別
に
煮
込
ん
で
お
い
た
タ

ガ
ラ
ス
・
ビ
ン

な
ど
危
険
物

あ
り
ま
せ
ん
か
グ

く
ま
ぜ
合

喝
叶

わ

せ

る

の

事

件

ナ

ト

ペ

議

と
ご
は
ん
入
一
正
巷

-

鴨

長ι嘉
盤

五
月
の
ガ
ラ
ス
粉
砕
機
の
町
内
巡

回
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ガ
ヲ
ス
、
ピ
ン
等
は
危
険
で
す
か

と 
ρ

っ
し
甥
痛
感
興 

ら
ど
二
え
で
も
捨
て
な
い
で
、
こ
の

ー

ょ

に

炊

き

霧

ト 

機
会
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
時
間
ま
で
に
、
も
よ
り
の
指

定
場
所
に
持
参
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ビ
ン
等
の
金
具
は
処
理
で
き
ま

せ
ん
か
ら
必
ず
と
り
は
ず
す
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
住
民
福
祉
課

ま
す
が
ど
鰻
機
織
賦
瞬
制
機
融
議
開
・

ち
ら
も
風
炉
鱗
織
棚
引
)
繍
納
削

昧
は
素

晴
欄
鱗
議
議
議
躍

り
ま
せ
ん
。一γ
盤
鱒
削

機
麟
魁

日 
4

戸
外
の
緑
が
豊
か
に
な
る
と

日
』

家
の
庭
の
雑
草
も
い
っ
せ
い

に
伸
び
て
き
ま
し
た
。
あ
ま
り
強
く
根

を
張
ら
な
い
う
ち
に
と
っ
て
お
か
な

い
と
し
ま
っ
に
お
え
ま
せ
ん
。ひ
と
雨
降

つ
た
翌
日
と
か
、
露
じ
め
り
の
残

っ

た
朝
の
う
ち
が
と
り
や
す
い
よ
う
で

す
。
草
の
葉
だ
け
ち
ぎ
っ
て
と
っ
て

も
す
ぐ
伸
び
て
き
ま
す
か
ら
、
よ
く

棋
の
部
分
ま
で
引
き
抜
い
て
、
土
を

払
っ
て
か
ら
棄
て
ま
し
ょ
う
。

5月16日(火曜日)
ガラスピン粉砕機地区巡回時間表� 

!p 前

場 所� i時 間

生名センター�  8 :00-8 :20 

中角老人ぃニいの家� 8 :30-8 :50 

生比奈良協選巣場前� 9 :00-9 :20 

持ト谷田中高司1古前� 9 :30-9 :50 

沼江占山商l苫横� 10:00-10:20 

今 山 セノター�  10: 30-10:50 

勝浦会館 11 :00-11: 20 

星谷選果 場�  11:30-12:00 

午 後

坂本郷便局前�  1 :00-1 :20 

勝燦坂本事業所�  1 :30-1 :50 

勝農与川内事業所� 2 :00-2 :20 

勝浦病院�  2 :30-2 :50 

勝浦~tl紛墾果場前 3 :00-3 :20 

中 山権現僑�  3 :30-3 :50 

棚野平石油庖前�  4 :00-4 :20 

勝浦町役場�  4 :30-5 :00 

¥ー
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、
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